









































































作に対し、空腹を満たそうと購入した餅を金作に盗み いされてしまった、という滑稽な場面に『野郎仁勢』は、原作の語彙を生かしつつ、 巧みな転換がはかられ いる。 この後、 「あしずりし な
（泣）
」いた昔男に対し、 「いたづら男」は、 「おあし






















































（ 『言継卿記』 ・ 『お湯殿上の日記』等）
に、一切記事を見出





















ずるのは妥当 も思われるが、室町殿御前の狂言尽の記事自体が、 『野郎仁勢』にお 敬 をもとに描いたストーリーとする可能性があることも否定でき いのではないか。ともあれ、 『野郎仁勢』において、座主 正 い由緒を示す意識
を有し、敬称を名乗った例を残していることは注目されてよい。仮に、 『歌舞伎事始』の記事が事実に基づいているとすると、承応三年に野郎歌舞伎の赦免を受けた名左衛門と、永禄二年に御前狂言に来演した名左衛門は、百年弱の隔たりがあり、後者は前者の先々代か、少なくとも先代の名左衛門であるはずである
もっとも、岩崎金作が大食漢であったとの描写も含め、 『野
郎仁勢』が記載した内容のすべてが事実なわけではなく、 『伊勢物語』本文に対す 逐音のもじりを維持するために加えられた操作であって、虚飾が含まれている可能性も排除 きい。そうした留保を含むにせよ 本作品は現存資料の少ない、若衆歌舞伎時代～野郎歌舞伎草創期を記録 た貴重な資料たりえて る側面も看過すべきではないと考える。
三、 『野郎仁勢物語』の資料的意義
先述の通り、 『野郎仁勢』は、 『伊勢物語』のもじり作品と













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































、 塩屋九郎右衛門 ［九郎右衛門］ 、
（三）
、 品之介
（八）
（※小嶋品之介か。 ）
、しつま［しづま］
（七・八・三十九） （※平
井しづまか。 ）
、荘司いせみこ
（三十九）
、千之丞
（九） （※玉川
千之丞か。 ）
、
た
…竹長主水
（十七）
、玉之丞
（二十一） （※吉田
玉之丞か。 ）
、寺田左伝次
（十三） 、
な
…中川長太夫
（二）
、
は
…
花崎小太夫
（五）
、初太夫
（三十三） （※藤林初太夫か。 ）
、武左
衛門
（五） （※藤川武左衛門か。 ）
、
ま
…又二良
（一）
、松嶋作之
丞
（三）
、 松本名左衛門兼治卿 ［名左衛門／松本名左衛門］
（六・
九・十六）
、水のこゑの市之丞
（九） （※坂田市之丞か。 ）
、みな
とやいてき［いてき］
（三十九）
、
や
…山田七郎右衛門［七郎
右衛門］
（十九）
、ら…六三良
（四）
〔付記〕翻刻および図版の掲載をご許可下さった大阪府立中
之島図書館、本稿執筆にあたり、ご教示頂いた廣瀬千紗子先生に感謝申し上げます。また、本稿は、二〇一四年度秋学期・二〇一五年度春学期に実施した佛教大学大学院演習での輪読の成果である 受講生の皆さんのご協力に感謝申し上げます。

（はまだ・やすひこ
　
佛教大学講師）
